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1．序 論
　早いもので日本を震憾させた1973年の石油危機以来，既に10年が経過した。
この間，世界情勢はめまぐるしく変化した。先進諸国においても開発途上国
においても，政治，経済，外交，軍事・防衛など多くの分野で徐々にあるい
は急激に変わってきた。こうした国際情勢の変化の中にあって，世界各国の
経済をとりまく環境も，長びく景気の低滞や経済成長率の鈍化から，国内外
の新しい諸問題が顕在化してきている。日本をとりまく環境も例外ではない。
こうした外的環境要因の変化に加えで，国内でも従来の高度成長に根ざした
経済政策，状勢変化に対する対応策の遅れやタイミングのずれなどから経済
構造の歪みや偏りを生み出している。いずれにしても，国内外の諸問題が重
なりあって噴出している。
　ちょっと見渡しただけでも，行政改革，財政改革，軍事・防衛の拡大によ
る経済への圧迫，貿易摩擦の解消（特に日米間の）などの難問が目につく。
産業部門においても，これまで経済発展の主役であった鉄鋼，石油化学，自
動車などの巨大産業に代わって，マイクロエレクトロニクス技術の進歩によ
る情報産業に主役が変わりつつあり，それにともなって産業構造の再編成や
雇用の再転換などが急務となりつつある。また，科学技術の分野でも，生命
科学が著しく進歩し，人間の寿命を伸ばしてきているものの来るべき老齢化
社会の到来にそなえて，国民はその対応策にあれこれ苦悩しているようだ。
これらの諸問題が，政府，産業，国民の肩にのしかかっている。このように，
日本経済と日本人をとりまく国内外の経済要因を拾いあげてみると，悪い材
料が多く景気・成長ばかりでなくいろいろな断面で行き詰まりの様相が濃く
なってきた昨今である。現状をみる限り，高度成長時代の政治，行政，社会
メカニズムの体質と心理が，日本と日本人にとって最大の足かせに転化して
いる。特に中央の官庁や国立の機関あるいは政治の世界に難問が集中してい
る。これに対し，民間の企業経営も苦しいが柔軟な対応をして地昧ではある
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が堅実な歩みをしているようだ。このような重要課題を解決していくのは，
決して容易ではあるまい。政府，産業，国民の三位一体の協調体制が採られ
なければ成功はおぼつかないであろう。政府は，早急に税制改革，歳出の抑
制，公営企業の見直し，とくに国鉄の莫大な累積赤字に歯止めをかけなけれ
ばなるまい。産業は，一層の省エネルギー政策の徹底化，経営の減量・合理
化をさらに持続発展させて，時代に適応した組織づくりをしていかなければ
ならない。同時に，来るべき老齢化社会にそなえて，中高年令の雇用の在り
方・その有効的配置を見い出さなければならない。いまのところ，コンピュ
ーター，ロボット，高度情報通信システムなどの既に芽の出かけている新技
術が開花することに多大の期待が寄せられているが，果たしてどこまで成就
するか。この成就の時機と程度が，新しい時代の繁栄を左右する大きな鍵と
いえよう。
　国民の暮らしについても，国内需要の中心である個人消費需要もここ10年
来，実質的にあまり伸びていない。最近の景気不振から主婦等のパート，ア
ルバイト等の雇用機会の激減より，家計の所得は伸び悩んでいるのに対し，
社会保険費の増加，実質的な増税，慢性的な物価高傾向などから，国民の暮
らしはじりじり圧迫されつつある。最近の暮らしぶりで特に変わってきたも
のとして，生活の多様化をあげることができる。国民の意識は，より多くの
所得を求めてがむしゃらに働いてきた高度成長時代から，健康や家庭や余暇
を大切にする時代へ，着実に変わってきている。生活必需品に対してその支
出を節約・倹約に徹する一方で，たとえ貯蓄を減らしてでも現在の生活水準
を維持しようとしており，欲しいものは思い切って購入するという消費のパ
ターンも身につけてきている。これは，テレビや自家用車といった耐久消費
財が一応行き渡った現実の反映であり，消費者は商品よりもむしろ多様なサ
ービスヘの支出を増やそうとしているモノ離れの現象である。特に近年のサ
ービス料金の値上りは著しく，交通運賃，学校や医療などサービス料金の値
上り，またガス，水道，電気，電話などの公共料金の値上りが顕著である。
こういったサービス料金の値上りラッシュが家計の生活を圧迫していること
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はまちがいない。いずれにしても，現状から判断して今後急速に国民の暮ら
しが一層物質的に豊かになることは望めそうにない。当分の間，かなり苦し
いことが予想される。したがって，このままの状勢が続いていくならば，個
人消費支出は実質的に横ばいないしわずかな増加しか期待できないであろう。
以上のように，現在消費者がおかれている現状にはきびしいものがあり，消
費者は今後その消費を一層合理的なものにするために，消費の見直しをして，
その使い方を工夫することがますます要求されてこよう。本稿では，消費者
の経済行為の原点に立ちもどって，消費の理論をふり返ってみたい。これに
よって，暮らしの困難な状況にあって，多少とも消費実体を改善する手がか
りが把めれば幸いである。
2．市場，競争および私的利益
§1．経済システムと私的利益
　経済学の父であるアダム・スミスは，個人が利己心にもとづいて自由に行
動するならば，社会全体としての経済的厚生が促進されるという仮説を立て
た。彼は，この考えを1776年刊行の「国富論」において，　「見えざる手」と
いう言葉で表現した。彼によれば，ビジネスマン達は公共の福祉を達成する
ために事業を設立したり運営したりするのではなく，彼等の利潤をあげるた
めに日夜働き努力するのである。しかし，その事業・営業動機のいかんにか
かわらずその活動の結果として，彼等は市場，競争および価格システムの目
に見えない働きによって，公共の福祉の増進に役立つ。それゆえに，個人の
利益は社会の改善に敵対するものではなく，そのための手段なのである。し
かし，20世紀以降になると，絶対ゆるぎないものと思われたこの仮説も，明
らかに少なからぬ修正を必要とするようになってきた。社会のある集団の私
的利益は，必らずしも他の集団の私的利益を保護するものではないことがわ
かってきたのである。資本主義経済が成熟するにつれて，弱肉強食の支配す
る世界であることが鮮明となった。そして，一般に弱者といわれる集団の私
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的利益を保護する仕事が政府の役割の1っとなった。けれども，スミスのこ
の仮説は今日なおその大勢において熱狂に支持されているのである。社会の
構成員である諸個人は，買物をしたり，賃金仕事をしたり，学校へ行ったり，
事業を経営したり，配当を受取ったり，銀行へお金を預けたりそこから借り
たり，その他いろいろな経済活動をしている。これら無数の活動のすべてが，
社会全体の経済にどのように関連しているのか，という社会における個人の
私的利益と活動が経済システム全体としての働きとどのように関連している
のかという1つの重要な一般的問題を，この仮説は提起しているのである。
完全に自由な個人の意志決定と行為を全体としての経済にどのように関係づ
けるかという問題がミクロ経済学という分野の中心問題である。ミタロ経済
学は，主にいろいろな財貨・サービスの価格を決定するメカニズムを研究す
るものであり，また社会は価格システムの外側でミクロ経済学の対象となる
多数の問題を解決することがしばしばあるが，ともに価格のもつ役割によっ
て無秩序におこなわれる何千万，何億という私的個人の意志決定と行為を社
会全体としての経済とを関連づけ，統一した社会秩序を生み出す。このよう
な理由から，ミクロ経済学を価格理論とも呼んでいる。
§2．競争的価格システム
　価格に関する最も重要な普偏的事実は，価格がその経済を構成するすべて
の個人の行動に影響を及ぼすという点である。われわれは，以下の論稿に
おいて，価格システムが全体としてみると社会の構成員に対して，彼等の経
済状態を改善するにはどのように行動するのがベストなのかを指示する根本
的な原理を探求する。このような行動の原理において，価格は非常に重要な
役割を果し，統一した秩序を作り出す。
　ところで，その価格にもいろいろな種類があり，経済のすべての生産物と
用役の価格を大きく分けると，2つのグループに分類できる。われわれが日
常生活で使っているいろいろな財貨たとえば，靴，ノート，えんぴつ，白菜，
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玉ねぎ，テレビなどの生産物の価格と種々のサービスの価格（たとえば医者
・法律家・芸術・教師・美容や理容・家事手伝いなど）の生産物価格，もう1
つのグループは産業の労働者，あるいは土地，機械などの用役といったよう
な生産要素の用役の価格がある。そして他方では，こういった価格を媒介に
していろいろな生産物を購入していく消費者と，労働，土地，資本財などの
生産要素を売る生産要素の所有者，および生産を司どる経営者という3つの
基本的な経済単位（あるいは経済主体〉がある。価格の種類と経済単位との関
係については，消費者が生産物価格の影響を受けるのに対して，生産要素の
所有者は要素価格に反応するであろう。そして，経済単位が価格に反応する
というのは次のような意味あいをもっているのである。消費者は相対的に安
い生産物の購入を増加し，相対的に高い生産物の購入を制限する。もし，コ
ーヒーの価格が相対的に高くなれば，相対的に安い紅茶でコーヒーを代替し
ようとするし，牛肉の価格が上昇するならば，相対的に安い魚やその他の肉
に消費を代替させようとするであろう。こういったことが経濟を函ることに
ほかならない。
　消費者にとって，価格が高くなるという4とは，買い控えるか，別の財貨
で代替させるという信号であり，価格が低くなるということは，より多く購
入するという誘因になる。消費者は，このように価格に反応することによっ
て，経済を図り，限られた所得からより大きな満足を得ようとするのである。
この意昧するところは，後の効用および無差別曲線の理論から，さらに一層
はっきりするであろう。
　経営者の場合は，消費者の場合よりも事情は少し複雑である。これにっい
ては，供給曲線の導出を説明する生産・費用の理論で詳しく論じる。しかし，
価格と経済単位との関係を簡単にふれておこう。
　彼は市場で消費者と相対するとき，生産物の売り手であり，それと同時に，
生産要素の所有者と相対するとき，生産要素の用役の買い手でもある。彼は，
生産物価格と生産要素の価格の両方の価格に影響を受ける。生産物価格が経
営者の行動に与える影響は，消費者の行動に与える影響とは，ちょうど逆の
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方向に働くのが普通である。例えば乗用車やコーヒーの価格が高くなるとそ
れは経営者を刺激して，これらの生産物の生産量を増加させる。つまり生産
物の価格が高くなることは経営者に生産の拡大をせよという信号であり，逆
に，生産物の価格が低くなることは生産の縮少をせよ，あるいは，何か別の
生産物の生産に移らせる誘因を与えるという信号なのである。
　生産要素の価格もまた，経営者の行動に影響を及ぼす。それは生産の費用
に影響する。たとえば，ある種の労働の賃金が大幅に上昇するならば，経営
者のそれまでの利潤率が低下するだろうが，他方において彼は技術的に可能
なかぎり機械と労働を代替させて，生産の費用が少なくなるように努力する
であろう。すなわち，経営者は低い価格の生産要素で価格の高い生産要素を
代替させようとする。高くなった牛肉のかわりに別の肉を代替させようとす
る主婦のように経営者は高くなった労働のかわりに，なるべく相対的に低い
価格である機械で代替させようとするであろう。こうして経済を図るのであ
る。
　以上で述べたことは，競争的な経済における消費者，経営者のすべてが，
市場において決定された価格によってどういうふうに影響されるかというこ
とであった。価格は個人の行動に影響を及ぼし，この個人の行動は，全体と
して，価格に影響を及ぼし価格を決定するのである。このように，消費者に
とっても，経営者にとっても価格が非常に重要なものなのである。個人の行
動が経済全体を通じて価格をどういうふうに決定するかという過程を分析す
るのが，ミクロ経済学あるいは価格理論である。周知のように，これは需要
と供給のメカニズムを扱うことになる。
§3．需要と供給
　完全競争市場9）においても不完全競争市場においても，価格と需要・供給
の決定は，需要・供給の理論から説明される。第1図の如く，完全競争市場
の需要曲線は単調な右下りの曲線で，供給曲線は単調な右上がりの曲線でそ
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れぞれ表わされる。
価格
均衡価格
s
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D
　　　　　　　　　　　　　　　　　第1図
　もし，ある財貨あるいは用役の価格が高すぎるならば，供給が需要よりも
多くなり，超過供給を生み出すであろう。やがて超過供給は競争の原理から，
　　　　　　　　0　　　　　　　均衡数量　　　　　　　　　　　数量
1）市場形態を規定する主要な条件には，①販売者の人数，②購買者の人数，③市場参
加者の知識と情報，④売買される財の同質度，⑤新しい市場参加者に対する法的・制
度的障壁，⑥生産資源の移動可能性と分割可能性，⑦市場参加者の将来に関する不確
実性，等がある。慣習上，①～④の条件が次のように満足される市場を純粋競争市場
　という・販売者と購買者の数がきわめて多く，各個人の市場全体への影響はほとんど
　無視しうるほど小さく，個人がその需要量や供給量を変更しても，市場価格への影響
　はない。また，彼等は財の品質や市場情報を十分熟知していること。さらに売買され
　る財は同質であって，商標・ブランドなどの品質上の差別がまったくない。
　　純粋競争市場の条件の上に，さらに⑤～⑦の条件が次のように満足される市場を完
　全競争市場という。市場への参入・徹退が完全に自由であり，資源の移動も何の制約
　もなく行なわれ，市場参加者の将来に関する不確実性は全く等しい。
　　なお，独占・寡占などの不完全競争市場については，割愛しておく。
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価格を引き下げることになろう。反対に，もし価格が低すぎるならば，需要
が供給よりも多くなり，超過需要を生み出し，それはやがて，価格を引き上
げることになろう。このように，完全競争の働く市場では，そこに集まる諸
個人の私的利益をはかる行動が価格を動かすのである。この基本的なメカニ
ズムは，生産物と生産要素価格の双方に適用される。そして，両曲線の交点
において，最終的にある生産物の均衡価格と均衡数量がそれぞれ決定される。
しかし，この一見単純そうに見える需要・供給の理論も，注意深い観察・洞
察を加えていくとその背後には消費者と生産者（経営者）の行動原理がかくさ
れている。これらの行動原理を導出する過程を深く掘りさげてみると，そこ
には消費者サイドおよび生産者サイドに密着して存在する諸々の事情を考察
することができる。つまり需要曲線の背後には生産物（財貨・サービス）を
消費するものとしての消費者の経済行動に関するあらゆる事情，供給曲線の
背後には生産物（財貨・サービス）を生産する生産者の経済行動に関するあ
らゆる事情が横たわっているのである。本稿の目標は，なぜ需要曲線が単調
な右下りの曲線になるのか，そして，次稿において，供給曲線が単調な右上
りの曲線になるのかを説明することにある。まず，消費者の買物行動を観察
・推察することによって諸財の消費および消費需要について論及し，右下り
の需要曲線の導出を試みてみよう。同時に議論を明確にするために，数学や
グラフを用いて論を進めることにする。
3．消費者選択の理論
§1．効 用
　消費需要（消費財に対する需要）は，効用と消費に依存する。そして，効
用および消費を説明する分析方法として，現在までのところ古典的需要分析
と無差別曲線による需要分析という2つの接近法が使われている。前者は，
主にジェボンス，ワルラス，メンガー，さらにマーシャルによって，後者は
エッジワース，パレート，スルツキー，ヒックスなどによって発展させられ
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てきた。前者は効用の可測性を前提するのに対して，後者はそれを前提する
かわりに，効用の選好関係を順序づけるところに特徴がある。
　そもそも，効用とは，財貨やサービスを消費したり購入するとき，人間は
大なり小なりの欲望の満足を得る。一般に財貨やサービスから，このような
主観的な満足を得ることは，われわれの日常生活から経験するところである
この欲望充足の主観的満足感を効用という。そこで，ある一定量の財貨やサ
ービスからは，ある一定量の効用を得ることができる。
　コーヒーを飲む場合，一度に1杯，2杯，3杯と重ねていくにつれて，こ
れらから得られる効用の大きさは次第に小さくなる。たとえば，効用を何ら
かの単位で測定しえたものとして，第1表が作られるものとしよう。すなわ
ち，最初の1杯からの効用は9，2杯目の1杯からの効用は5，3杯目の1
杯からの効用は3，というように効用が得られるものとする。コーヒーを一
度に2杯飲む場合の効用の合計は，9＋5－14であり，3杯を一度に飲む場
第　1　表
コーヒーの番号　　コーヒーの効用　　全部効用
1杯目
2　〃
3　〃
4　〃
5　〃
???????? ???」?
合の効用の合計は，9＋5＋3－17であって，第1表の3欄にはこのような
累積された効用の大きさを記入してある。このような累積効用を，全部効用
という。いま，第1表の3欄からこれを図示すると第2図のごとくである。
これを全部効用曲線もしくは効用関数という。
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???????
5
????????　
?? ー ー ??
0?????「????4??3??210 1　　2　　3　　4　　5　　　　　　　コーヒーの番号
第　3　図
　一般に，全部効用曲線は右方へいくほど順次上昇するが，ある点にいたっ
て停滞下降しはじめる。これは，もはやコーヒーを飲むことが苦痛となるた
めである。これに対して，第1表の2欄から第3図を作ってみる。この図に
は，縦軸に第1表の2欄にある1杯づつのコーヒーの効用がとってある。こ
の図は，1杯づつのコーヒーの効用がいかに減少していくかを示すものであ
る。そこで，この図において，2杯のコーヒーを一度に飲んだ場合，最後の
2杯目の1杯の効用は5だけの大きさである。3杯のコーヒーを一度に飲ん
だ場合，最後の3杯目の1杯の効用は，3だけの大きさである。同様にして，
この図形はつぎつぎに付加されていく限界における最後の1杯のもたらす効
用が，次第に減少していくことを示すものであって，この場合最後の1単位
のもたらす効用を限界効用という。すなわち，
限界効用とは，ある財の消費をさらに1単位増加した場合に，
どれだけの効用の増加分をそれまでの全部効用に付加するかを
示す大きさである。
したがって，第3図は，このような限界効用曲線を表わしている。限界効
　　　　　　　　　　　　　一39一
用曲線は，右下りの曲線であり，この事実を称して，限界効用逓減の法則と
いう。
　さて，ここで効用関数，限界効用ならびに限界効用逓減の法則なるものを
数学的に定式化しておこう。いま，ある個人もしくは消費者が購入する財貨
・サービスの種類がn種類あるものとしよう。このとき，効用関数は通常次
式のように定義される。
％一鋤（ac1，りc2…　，arη） （1〉
　％は総効用，∬、（’一1，2，…　，π）は，購入しようとする第∫財の消費
量を表わしている。消費者はこれらπ種類の財貨・サービスを消費するため
にすべて今期に購入するのはない。既に購入ずみのもの，たとえば住宅，テ
レビ，電気洗濯機，自動車，電気掃除機，タンス類，応接セット，生活用の
機具備品などの耐久消費財は長く継続消費できる。これらを使用することに
よってある一定の効用を得ているのである。耐久消費財の買い換えは5ヵ年
とか10ヵ年とかのある周期でおこなわれ，これに対して食料などの一度きり
の消費で補充しなければならない非耐久消費財やサービスヘの支出は，その
つど支払っていかなければならない。経済で数式を使ったり，読むとき，数
式の示す経済的意味を念頭においておかなければならない。また，技術的，
数学的な意味として，（1）式の効用関数は，連続的に微分可能で1次，2次偏
微分とも有限な値が存在するという数学的条件を付しておく。
　そこで，効用関数をそれぞれの財貨・サービスの消費量で偏微分したもの
　　　　　　∂初　　　　　　一　 （卜1，2，…　，η）　＞0　　　　　　∂」C、
は，η種類の財貨・サービスの限界効用を表わしている。そして，それらは，
ゼロよりも大きいと仮定する。人々は，限界効用が負になるほど一度に消費
することはないからである1）また，2次偏微分
2）　一度に同じ財の数量を増加させて継続消費を続けていくと限界効用が負になりはじ
　める。すなわち不効用を経験するに至る。不効用とはすなわち苦痛の発生を意味する。
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　　　　　　∂2％　　　　　　砺2　（同ヲ2・・…η）　＜0
　　　　　　　　’
は，η種類の限界効用はさらに任意の財を1単位づつ増加させていくにつれ
て，その限界効用が逓減していくという限界効用逓減の法則を表わす数式で
ある。これは，経験的事実に基づく仮定である。しかし，この法則は後にわ
かるように，無差別曲線が原点に対して凸であるという特質から，必然的に
導びかれる。
　ところで，これまでの効用の説明は，消費者が財貨・サービスを消費する
とき，心にいだく主観的な満足度を9とか5とかのある大きさで表わすこと
ができるという前提の上でのことである。このように，実質的な意味をもつ
数量を「基数的」な数という。これに対して，たとえば不快指数や学校の成
績の席次などのように効用の大きさを基数的な数で表わすことができないと
いう考えが，現代では支配的である。この考え方は，順序だけが意昧のある
「序数的」な数であるというもので，選好関係および無差別曲線という概念
を使う。この無差別曲線による分析は，効用の可測性を前提しない。効用を
直接測定するという企てをやめて，種々の財の量やそれらの組合せに対する
個人の選択の仕方を通じて問接に効用の順序を測定する思想である。
§2．無差別曲線
　消費は，基本的に消費者の嗜好に依存する。現代では，これを無差別曲線
の選好関係で表わす。各個人の嗜好は長期的には変化・変貌していくけれど
も，ごく限られた1ヵ月とか1ヵ年という期間では安定しているものと考え
られる。古典的需要分析は，効用の可測性を前提してきたが，ここで論じる
無差別曲線による需要分析は，それを前提しない。消費者がいろいろな財貨
・サービスを消費するとき，満足感がどのくらいの大きさかを言明できない
のが普通であると考える。したがって，消費者は効用の大きさをはっきり決
められなくてもよい。これまでずっと1つの財の効用を考察してきたが，こ
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こでは2つ以上の財貨・サービスの組合せから得られる効用について考えて
いこフQ
　日常，われわれ消費者は財貨・サービスを消費しようとするとき，それら
の組合せで効用を考えたり感じたりする。たとえば，コーヒーとパン，菓子
と紅茶とか，スキヤキの材料にしても，衣類の購入にしても，常にいくつか
の財の組合せで消費を考える。このような財貨の組合せで効用を考えていく
と，それぞれを別々に消費する場合の効用とは，かなり異なってくる。財貨
・サービスの効用は，単独で消費する場合と組合せで消費する場合ではその
効用の感じ方が違う。
　いま，喫茶店でコーヒーとケーキを注文したとする。これらを同時に消費
する場合の効用は，コーヒーの効用とケーキの効用とが別々に感じられるの
ではなくて，これら2つの財の効用が結合されて感じられる。この効用の結
合の仕方には3通りある。
第1の場合：2つの財をともに消費する場合の効用が，それらの財を別
　　　　　々に消費するときの効用の合計よりも大きいとき，2つの
　　　　　財は相互に補完的という。
第2の場合：2つの財をともに消費する場合の効用が，それらの財を別
　　　　　々に消費するときの効用の合計よりも小さいとき，2つの
　　　　　財は相互に代替的または競争的という。
第3の場合：2つの財をともに消費する場合の効用が，それらの財を別
　　　　　々に消費するときの効用の合計と等しいとき，2つの財は
　　　　　相互に独立であるという。
　このように，消費者は財を組合せることによって結合された効用を感じる
わけである。この2っの財の関係は，後に述べる最も重要な概念である無差
別曲線の形状を規定する。
　さて，ここで消費者の財貨・サービスの組合せから得られる効用の選択順
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位について考えてみよう。まず，2財の場合をとりあげる。たとえば，X，
yという2つの財の消費量りcと叙という任意の組合せをAとし，別の・じとッ
の組合せをBとすると，次の3つの選好関係が考えられる。
（1）Aの方がBよりも選好される。
（2〉Bの方がAよりも選好される。
（3）ハでもBでもよい。つまり，無差別である。
　以上3つの選好関係があり，どれを選ぶかの理由は，個人の主観による。
ともかく，3つの選好関係のうち，唯1つを選ぶことになる。ここでは，A
とBという財の組合せについてのみ，その選好関係を考えてきたが，これら
がハ，B，C，D………というふうに多数の組合せがあっても，その論理は
同じである。消費者の主観的な評価によって選好関係が与えられる3つまり，
選好関係は，ある個人あるいは消費者の嗜好の体系を表現したものにほかな
らない。
　この選好関係の考え方を押し進めていくと，効用に関する無差別曲線とい
う消費の理論にとって重要な概念が生まれてくる。上例の（3）の選好関係の
場合のように，AとBという無差別な組合せは，その消費者にとって同じ効
用を与える。このような同じ効用を与える財貨・サービスの組合せは，まだ
他にも無数に存在していると想像できる。このような同じ効用を与える多く
の組合せを結んでいったものが，1つの無差別曲線である。第2表，第3表
および第4図は，2財の場合の無差別曲線の考え方を示した具体例である。
第2表は，たとえば10の効用をもたらす2つの財X，yの消費量3rと穿との
組合せを示し，第3表は，たとえば20の効用をもたらす⑳と穿との組合せを
示し，ている。表の財の組合せを示すA　B　C1）EF　Gは，この消費者に同じ効
用を与える財の組合せを示している。この2つの表を図に描いたのが，第4
3）　数学付録A参照。
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図である。1の曲線は，効用が10の場合のりcと穿との組合せを示し，1の曲
線は，効用が20の場合の劣と“との組合せを
　　　第2表
たとえば効用10の場合
　　　第3表
たとえば効用20の場合
財の組合せ AB CD EF G 財の組合せ ∠4 B CDEF o
Xの数量劣
yの数量g
????
．5
?
．1
?
．7
?
．5
Xの数量劣
yの数量g
?????
．6
?
．2
?
皿効用30の場合
n効用20の場合
1効用10の場合
76
図
5????321
示す。皿の曲線も同様である。この同一曲線上のすべての点に対応する3じと
〃の消費量の組合せは，ともに同一の効用をその消費者にもたらすから，そ
の人にとって，この場合の3σと忽との組合せは無差別と考えられる。この意
味において，1，1，皿のような曲線を無差別曲線という忌）無差別曲線は，
4）　数学付録B参照。
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原則として原点に対して凸であり，その湾曲度は限界効用の逓減の度合が大
きくなるほど大となる。
　現代の無差別曲線分析の考え方では，第4図を描いたとき，効用の大きさ
を便宜的に10とか20とか30とかと表示したが，具体的数値は必ずしも必要で
はない。ただ，Aという組合せとBという組合せを比較してどちらを選ぶか
という選好順位さえわかればよい。このように，個人が効用に関して判断す
ることができるのは，効用の可測性を前提しない無差別曲線の考えでは，1
つの財の組合せと他の財の組合せの間との選択の度合の強弱関係だけなので
ある。第2表や第3表のように，コじと“の組合せをとびとびに数値をとった
場合の表のかわりに，3σと“の組合せをもっと細かく数値をとっていけば，
第5図のごとく滑らかな連続的な無差別図表となろう。
0 x
第　5　図
　第5図では3つの無差別曲線を描いてあるが，理論的には無数の曲線があ
ると考えられ，この消費者にとって任意の同一無差別曲線上のX財の数量3c
とy財の数量〃の組合せは，どれをとっても無差別であり同じ満足感が得ら
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れる。そして，各無差別曲線間では，右上方にあるものほど，より高位の効
用を表わしている。
　以上の無差別曲線（3財以上の場合は曲面）の特質ないし特徴を整理する
と，次の4つのものにまとめられる。
1．無差別曲線の接線の傾きは，つねに右下りすなわち負である。
2．右上方の位置にあるほど，より大きな効用を与える。
3．原点に対して，原則として凸である5！
4．各無差別曲線は，決して互いに交差しない。
§3．価格線
　既に述べたように，消費の需要は消費者の嗜好に依存し，これは無差別曲
線で表わされた。個人の嗜好は，長期的には変化していくものであるが，ご
く限られた時点ではほぼ一定と考えられた。そこで，消費者が消費を行うに
あたって決定しなければならない問題は，自由に処分できる所得（税金，社
会保障費などの非消費支出を差し引いた所得のことであり，これを家計の可
処分所得という）からどれだけを消費し，どれだけを貯蓄するかである。可
処分所得一消費十貯蓄だから，消費あるいは貯蓄が決まれば自ずと消費支出
の予定額あるいは予算が決まってくる§）この予算は，所得の変化とともに変
わっていくけれども，短期的にはたとえば1ヵ月とか1ヵ年という期間では
5）原則として，と書いたのは，いくつかの例外があるからである。2財の関連が互い
　に完全に代替的なとき，曲線は直線に，完全を超えて代替的なとき，これは原点に対
　して凹となる。しかし，現実にこのような関連になる場合はきわめてまれであって重
　要性はあまり認められない。また，2財の関連が互いに完全に補完的なとき，原点に
　対して直角型のものになる。
6）消費と所得との関係は非常に密接であり，消費関数として扱われている。
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ある定まった額と考えられる。この予算で，家族がその期間を生活していく
ことになる。周知のように各個人は，賃金，利子，配当などさまざまな所得
を得て，それから各種の財貨・サービスを購入する。所得の一部分は，貯蓄
されるであろう。所得分析や所得のうちどれだけ貯蓄したがって消費にあて
るかという問題は別にして，さしあたって現在の消費支出に向けられる額が
確定しているものとしよう。つまり，これが予算である。
　われわれ消費者は，市場に出かけていって買物をする。市場で陳列されて
いる諸財を見ながら，その効用と価格を比較しながら購入するかどうかを決
意する。市場には，多数の消費者および生産者（経営者）が集まってくる。現
実の市場形態にしても，独占とか寡占が歴然と存在しているが，ここでは完
全競争が行なわれる市場を仮定する。市場分析の出発点は，純粋ないし完全
競争市場だからである。したがって，消費者行動の分析にあたって，次の3
つの仮定を設ける。
1．完全競争市場を仮定する。
2．消費者の予算は一定である。
3．η種類の財貨・サービスの価格をp、（∫一1，2，…　　，η）とし，そ
　れらの相対価格が与えられているものと想定する。
　さて，ある一定の予算をもった消費者が，それを最も有効に使おうとすれ
ば，どういう行動をとればよいだろうか。その予算をすべて使ってπ種類の
財貨・サービスを購入するとき，その最適な購入の組合せはどうなるか。予
算Eと購入する各財貨・サービスの購入代金P、T、（∫一1，2，…　　，η）
の間には，次式が成立する。
　　　　EコPlaじ1＋P2コr2＋’●●＋P轟＝Σ脳　　（2）
　この（2）式を予算線と呼んでいる。幾何学的には，3財の場合が面14財
以上は超平面の1次方程式となるが，通常予算線と呼んでいる。この線上は，
　　　　　　　　　　　　　　一47一
限られた予算で購入可能なπ財のあらゆる購入数量の組合せを表わす点の軌
跡である。
　さて，ここで，X，yという2財の場合について考えてみよう。
　2財の価格を，それぞれp．p，とし，それらを一定とすると消費者が実際
に使用できる予算で購入可能な財の組合せが存在する宅）2財の場合の予算線
は，次のように書くことができる。
E－P駕・⑳十P写・Ψ （3〉
9
4
3
Q
記
ガ
ゑ
五’
0
第　6　図
B 0 　　　　　　　　　　■B’ B　　B”
第　7　図
　この予算線は，限られた予算Mのもとで，購入可能なX財とy財の組合せ
を示しており，X財とy財の価格がそれぞれP”P，と与えられると，その
位置は，ただちに決まる。6図に示すように，予算EでX財だけを購入する
と，E／p．だけ購入でき，逆にy財だけ購入するとE／p，だけ購入できる。
7）　予算Eで購入可能なX財・y財の組合せは価格線と，縦軸横軸で囲まれた全領域で
　あるが，予算Eをすべて使い切る場合の購入可能な組合せは価格線上の範囲であるこ
　とに留意しておきたい。
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そして，（5）式を変形すれば，この価格線の傾きは恥／P．であることは容易に
わかる。
　価格線について，さらに2，3の点を考えておく。これは後の所得効果と
代替効果のところで役立つ。7図に示す如く，最初の状態を示す価格線ハ
．Bから，んBノ，遅B，・4循イヘの3っの変化にっいて考えてみる。価格と所得
に関して，次の3つの変化がありうる。
　第1に，X財の価格鑑だけが騰貴した場合，価格線はABノの方向に変化す
る。X財の価格騰貴によって購入数量が減少するからである。同様にy財の価
格衡だけが騰貴した場合，価格線はガBの方向に変化する。そして最後に，
X・y財の価格が一定のとき，消費者の所得のみが増加するときA塘妨方向
に所得の増加に比例して平行に移行する。所得と価格が変化するときには，
価格線の動きは，これらの混合された動きとなる。
§4．効用の極大
　経済学は，人間の経済行為に関する科学であるから当然現実の人間が行う
経済行動を観察・考察することから導かれることはいうまでもない。そうい
う意味で経済学は経験科学である。つまり消費者は，それぞれの独自の行動
のスケールを持ち，効用の極大化を追求する。彼等は，ある限られた予算を
欲望充足が最大になるように各財に配分する。経済学に登場する消費者は最
も現想的な経済行動をする経済人である。この意味で，現想的な経済人の行
う行動と現実の消費者行動との間にはギャップがある。しかし，現実の消費
者は，概して，この現想的なモデル人間のように行動している，あるいは努
力しているものと考えられる。このような理論に沿った経済行動をしている
人が賢明な消費者である。現実には賢明な消費者たらんとして限られた生活
費をうまく配分して家族が健康で快適な生活を実現させようと消費の最適な
配分を考えて日夜努力している主婦が想像されるのである。
　消費者選択の理論からかけ離れて消費行動する人は，非常にむだなお金の
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使い方をしているのであり，また収入したがって所得を越える消費を行う人
は，例えば，その赤字を両親から調達するとか，他からの借金をするとか，
それまでの貯蓄をとりくずすとかしなければならない。こういうことは当然
長続きしないだろうし，所得という制約をはみ出すような消費行動をする人
はやがて経済的に破綻するとか，いずれ生活上の破綻がやってこよう。した
がって，賢明な消費者である限り，理想的な経済人のような行動に意識的・
無意識的にかかわらず回帰するであろうから，経済人という仮定の存在は，
現実の第1次的接近として承認されるのである。
　ある無差別曲線群をもっ個人が，その予算を各種の財貨・サービスにどの
ように配分するかを考えてみよう。各個人は，限られた予算を最も合理的に
使おうとすれば，彼は（2）式の予算線を満たす消費計画のうちで，最も高い
効用が得られるものを選択しようとする。換言すれば，消費者は総効用が極
大になるように諸財に予算を配分する。そこで，この合理性の行動基準と価
格線のところで述べた3つの仮定のもとで，各種の財貨・サービスをどうい
う法則性に基づいてどれだけ購入するだろうか。図を使って説明を進めるた
めに，X財，y財の2財の場合を扱う。まず，第6図のような予算と価格が
与えられた価格線を，第5図のような無差別曲線群に移しかえると，その価
格線は多数の無差別曲線に出あうが，同時に唯1っの無差別曲線と接する。
この曲線は，第8図ではHの曲線である。
　第8図のような無差別曲線群をもつ消費者にとって，最も右上方にある無
差別曲線と接する点において効用が極大になることが容易にわかる。予算線
上のどの組合せでも選択可能であるが，やはり接する点上が最適であろう。
消費者が接点eのような財貨・サービスの組合せを選ぶとき，最適な消費行
動をしている。このとき，短期的を消費者均衡にあるという。すなわち，X
財を〆，y財を〃’それぞれ需要することになろう。接点eを均衡点と呼び，
〆，〃’をそれぞれの財の均衡購入量という。つまり，消費者が合理的に経済
行動を行う限り，彼はX財y財との購入量を効用が極大になるように選択す
るものと考えられる。この意昧から，消費の理論を消費者選択の理論とも呼
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んでいる。
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第　8　図
　以上のことは，数学的には（3）式という条件のもとで次の（4）式の効用関
数の効用を極大化するという条件付極大の問題である。まず，数学的にその
解を求めて，その経済的意味を説明することにしよう。ここでは，基薮的を
意味での効用関数を
勉湿郡 （κ，9） （4）
としよう。ラグランジュの未定乗数法を使って，極大化の第1次条件を求め
てみよう。前出の（3）式の価格線は，
φ（ac，Ψ）一E一（PT・T＋Pゼッ）一〇
と変形できる。そこで，
なければならない。
％が極大値をとるためには，次の諸条件が成り立た
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d勉一〇
4φ一〇
42秘＜0
（3）式および（4）式より
　　　　y一％（T，穿）＋λ｛E一（PT3じ＋P99）1　　　（5）
をつくる。λは，ラグランジュの未定係数である。4初一〇，dφ一〇は，4y－0
となることと等しい。4y－oとなるための極大化の第1次条件は，2個の変
数κ，穿とλでそれぞれ（5）式を偏微分して0とおけばよいから，次の諸式
が成り立っ。
　　　∂y　　　毎＝％一λP〆o
　　　券％画一・　（窄舞・％，一舞）（6）
　　　∂y頁一E一（P〆＋P9ッ）一〇
　（6）式の％，％は，それぞれの財貨の限界効用を表わしている。（6）式の3本
の式から，ただちに
　　　　　　　　　告＿曳＿λ　　　（7）
　　　　　　　　　Pコρ　　P“
が導かれる。（7）式は，効用関数％が極大化するための均衡条件式である。
％／P記，％／物は，限界効用を表わしている％、，μ紗をそれぞれの財貨の価格織，
Pgで除したものであり，（7）式は単位当りの貨幣で得られる限界効用が，X
およびy財で等しくなるということを表わしている。あるいは，X財，y財
の限界効用の比が，それぞれの価格の比に等しいことを表わしている。これ
を限界効用均等の法則といい，（7）式はそれを数式化したものである。また，
λは貨幣の限界効用である。合理的に行動する消費者のλは，ある一定の値
をとる。
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　以上の結果を，具体的にわかりやすく説明すると，次のようになろう。説
明を簡単にするために，ある消費者が米，野菜，肉，魚，果物の5種類の財
貨を購入したいとしよう。そして，それらの購入数量に対応する効用限界の
大きさが，仮に次表のようなものであるとしよう。それぞれの財貨の数量単
位は，任意の単位である。また，表にあげた財貨にも，種々のものがあるが
ここでは無視することにする。
第　4　表
’貨の種類
｛
米 野菜 肉 魚 果物
1単位
2　〃
3　〃
4　〃
5　〃
6　〃
7　〃
8　ク
9　〃
10　〃
10?????? 6???????????????
　一方，予算Eを15，000円とし，各財貨の単位当りの価格を1，000円としよ
う。予算すべてを使って，総効用を最大にするには，米5単位，野菜4単位，
肉3単位，魚2単位，果物1単位をそれぞれ購入すればよいことがわかる。
第5表からわかるとおり，この財貨の組合せから得られる総効用は，110であ
り，最善の組合せである。これ以外の組合せは，総効用が110よりも少なく
なる。8）第4表の各列をみていくと，同じ財貨の購入量が増えるにつれて，
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第　5　表
購入単位数 各財貨の購入代金 各財貨の全部効用
米　5単位 5×1，000－5，00010十9十8十7十6－40
野菜4単位 4×1，000－4，000 9十8十7十6－30
肉　3単位 3×1，000－3，000 8十7十6－21
魚　2単位 2×1，000－2，000 7十6－13
果物1単位 1×1，000－1，000 6－6
合計　15，000円 総効用110
限界効用逓減の法則を受けて限界効用が順次低下している。合理的な消費者
は，生活物資を限界効用が高い順に財貨を選んでいる様子がよくわかる。こ
の法則に沿った行動をするとき，消費者の主体的均衡が成り立つている9）
　誰の指令も受けないで自由に行動する諸個人の主観的な意志決定と行為が，
価格システムの働きを介して，　「限界効用均等の法則」を導く。（7）式の法則
において，もしX財の価格が上昇すると，貨幣の限界効用を一定に保つ限り，
X財の限界効用は低下，したがってX財の購入量を減らさなければならない・
逆に，価格が下落すれば，その財貨の需要量を増加させることになろう。こ
うして価格の動きに対応して，消費者は需要を増減させて限界効用の均等を
8）　5種類の財貨の単位当りの価格を等しく1，000としたが，現実にはそれぞれ異なっ
　っているであろう。しかし，この差異は，（7）式で示したようにそれぞれの限界効用を
　それぞれの価格で除すことによって容易に共通の尺度になおすことができる・すなわ
　ち
　　米の限界効用　野菜の限界効用　肉の限界効用＿魚の限界効用＿果物の限界効用
　　　米の価格　｝　野菜の価格　一　肉の価格　　　魚の価格　　　果物の価格
　　この式が価格で修正された限界効用均等の法則（加重限界効用均等の法則ともいう）
　である。
9）　数学付録D参照。
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はかる。このような消費者の価格に対する需要調整が，右下りの需要曲線に
反映されている。
　しかし，現代の消費者選択の理論は，第4表のように限界効用逓減の法則
を前提しなくても，限界代替率の逓減から導くことができる。これは無差別
曲線が原点に対して凸であるという性質を利用するものである。以下，これ
について論じていくことにしよう。まず，限界代替率について述べておく。
ある個人の消費計画をT一（oσ、，3r2）とする。いま，第1財の消費財が△Tlだ
け減少するとき，前と同じだけの効用を得るためには第2財の消費量をどれ
だけ増やせばよいだろうか。新しい消費計画ガー（っeで，％），3σで一コσrムコc、，
数量（aじ2）
　　　　　　　　1　　　　　　　　6　　　　　　　　陰　　　　　　　　I　　　　　　　　l　　　　　　　　o　　　　　　　　l　　　　　　　　書
0　　　　　　　3じ1
T2
　　　　　T・　限界代替率砿2
l
　　I
　　　数量（鐙1）
第　9　図　限界代替率
妬一κ2＋△偲2は，1曲線上になければならない。前の消費計画と同じ効用を
与えるためには，△3e2は△澱、をちょうど補償するものでなければならない。
この比率△乃／△箸は，この個人にとって第1財の限界的な消費量からもたら
される効用が，第2財のどれだけの消費量からもたらされる効用に相当する
かを示している。△⑳1がゼロに近づいたときのこの比率△りc2／△鐙1の極限を
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限界代替率と定義し，M12という記号であらわす。すなわち，
　　　　礪・書一臨鑑一一
M12は，T一（コσ、，筋）点を通る無差別曲線の勾配に等しい。第9図を参照せよ。
同図からも明らかなように，ハ412は消費計画コr一（⑳且，κ，）に依存する。消費
計画が変われば，Ml2もまた変化するから，厳密には，Ml2は消費計画丁の関
数である。したがって，第1財の第2財に対する限界代替率とは，消費者の
満足の水準を一定に保ちながら，第1財を1単位入手するために彼が手放す
第2財の数量である。
　次に，限界代替率と価格線との関係から，前に述べた消費者均衡が成立す
ることを確認することができる。第8図の消費者均衡点における限界代替率
は，序薮的を意味の効用関数10）を
初一∫（」r，9） （8）
とするならば，効用が一定のある任意の無差別曲線上の限界代替率を求める
には，（8）式を全微分すればよい。すなわち，
伽一ノ置d記十ん暢一〇
より，
　　　　農一努　（右一審・磯）（9）
となる。
　一方，価格線の傾きは，一p．／p、。で表わせたから，消費者均衡点では次の
式が成り立っていることがわかる。
M＿塑＿右＿墜丁蜜4⑳　万　Pμ （1①
10）　数学付録を参照。
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この（10式）を変形すると，
　　　ムーム　　　　　　　　　（11）
　　　鯵　　P穿
という限界代替率と価格線の関係から導かれる限界効用均等の法則を得る。
この式は前に導かれた限界効用均等の法則と全く同一である。ただ，効用関
数の定義の仕方が異なるために分子の記号が異ってきただけである。したが
って，現代の序数的効用を前提とする消費者選択の理論における均衡条件は，
次の2っの条件式である。
　さらに，第9図のように無差別曲線の形が原点に対して凸という性質は，
何を意味するだろうか。無差別曲線に沿って右下方に動くにつれて，すなわ
ちy財を手放してX財を入手していくにつれて，効用の大きさを一定に保ち
ながら，y財とX財を代替することが次第に困難になるということである。
このことは，無差別曲線上でX財の消費を増やしy財のそれを減らしてゆく
とき，曲線の勾配の絶対値が次第に小さくなり，M．写が減少していくことにほ
かならない。つまり，X財の1単位を増やすのに手放すy財は，同一無差別
曲線で消費計画が右下方に移動するにつれて，手放すy財はだんだん少なく
なるということである。換言すると，y財がだんだん少なくなってくるにつ
れて，それと代替すべきX財の量はだんだん大きくしなければならない，と
いうことである。この事実を称して，限界代替率逓減の法則と呼んでいる。
したがって，
限界代替率逓減の法則は，効用水準を一定に保つようにX財の消
費量をy財の消費量によって代替してゆくときに，1単位のX財
の限界的消費量から得られる主観的満足感が，1単位のy財の限
界的消費量から得られる満足感に比べて次第に小さくなるという
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ことを定式化したものにほかならない。
　このことは，X財の消費量を増加するにつれて，その限界的な消費量から
得られる効用の増加分が逓減していくということであり，X財の限界効用が
同一無差別曲線上の消費計画の減少関数であることを意昧している。数式で
示すと，
　　　　　　磁＜・　（磁一募）
同様に，y財についても
偏＜o （右，一箒）
によってあらわされる。
　以上のことから，現代の消費理論は，古典的需要分析がもうけた効用の可
測性あるいは基数的な効用を前提とせず，限界効用の逓減という考え方を必
らずしも必要としない。さらに，限界代替率逓減の法則は，序数的な効用概
念に関して定義されたものであり，この法則のうちに限界効用逓減の法則が
含まれていることがわかる。11）
　以上の考察の結果より，消費者選択の理論における無差別曲線の位置づけ
として，次のように要約しておくことができる。
　X財，y「財が互いに独立財の場合，補完財の場合，通常の代替財の場合，
無差別曲線は原点に対して凸という性質が導かれる。そして，無差別曲線よ
り導き出される限界代替率逓減の法則のうちに，限界効用逓減の法則が含ま
れ，後者を特に前提しなくても，消費者選択の理論を完全に説明することが
できる。ただ例外的な場合として，補完性が完全なとき（このとき無差別曲
線は直角型になる）、代替性が完全なとき（このとき無差別曲線は直線になる）、
および代替性が完全を超えて非常に強度なとき（このとき無差別曲線は，原
点に対して凹になる）は，それぞれ特殊なケースとなる。第1の場合は無差
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別曲線が原点に対して直角型になり，均衡点が直角のかどになるだけである
が，特に後2者のとき，通常の消費者均衡の論理が通用しない。しかし，こ
れらの例外は思考で想定される1つの可能性であって，現実の一般的場合か
らすればきわめてまれであって，重要性はほとんどない。したがって，無差
別曲線が原点に対して凸であるという場合だけを考慮して，消費者選択の理
論を説明すれば十分である。
（おきっ　ただし，一般教育，経済学・統計学）
一59一
数学付録A
　多数財の場合であってもその選好関係は同じである。実際，現実の消費者は，普通多数
の財貨・サービスの組合せを考えて，消費計画を立てている。たとえば，家計簿の月々の
支出を眺めながら，来月は外食費を節約して旅行しようとか，今年はむだ使いをやめて何
々を買おうとかという判断は，多数財の組合せがもたらす効用についての順序づけにもと
づいている。以下，選好関係を厳密に定義しておこう。
　ある個人が消費することのできる財貨・サービスが全部でη種類あるとし，ある一定期
間，たとえば1ヵ月とか1ヵ年間に消費する消費財を劣、（∫一L2…　　，π）とする。Tεは
第∫財の消費量である。この組合せを，（亀，⑳2，…　　，勾というベクトルで表わそう。
このようなベクトルを消費計画と呼び，記一（」ρ1，勉，…　　，T．）という記号で表わすことに
する。効用は序数的であるから，各消費計画から得られる効用については，順序関係を規
定することができるだけである。いま，ある2つの消費計画
劣一（TI，記3，一・，πη）　，　r（轡1，〃2，　・，Ψπ）
であらわされる財貨・サービスの組合せから，ある個人が得る効用を比較することにしよ
う。もし，この個人の選好の基準によれば，Tのもたらす効用が“のもたらす効用よりも
大きいとき，「Tの方が鯉よりも選好される」という。このことを
ぼP写
という記号で表わす。逆に，gのもたらす効用がOじのもたらす効用よりも大きいとき，g
の方が置よりも選好される。すなわち，gPτとあらわす。
　記の効用がgの効用よりも大きくないとき，つまり3σがgよりも選好されないとき，そ
のことを
．瓦 （α一1）
という記号であらわす。
　このように，ある個人について，その消費の対象となるさまざまな財の組合せに，ある
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一定の順序を与えるPという関係を「選好関係」という。このようなPは，各個人の主観
的な選好を表現するものである。
　さて，個人の効用をあらわす選好関係Pは，どのような性質をもっであろうか。3σが“
よりも選好されるときには，gは偲よりも選好されない。このことを記号で表わせば，
TPg　　⇒　　写PT
と書く。⇒という記号は，一方から他方が導かれることを示し，ぐ⇒という記号は，両者
が同値であること，つまり一方から他方が，そして他方から一方が導かれることを示す。
また，¢，g，gという3つの消費計画があるとき，3eの効用が写の効用よりも大きく，忽
の効用が～の効用よりも大きいときには，劣の効用は2の効用よりも大きい。すなわち，
TPg　　写P2　　⇒　　⑳P～ ● （α一2）
という推移律が成り立っ。
　さらに，2つの消費計画κ，喜を比較したときにzに含まれている各財の消費量が，雪
の中に含まれている各財の消費量よりもそれぞれ多いときには，記の効用はgの効用より
大きい。
コ¢、　＞　窃　（’一1，2，　・，η）　⇒　凸 （α一3）
　このように，ある個人が消費から得る満足感は，財貨・サービスの消費量を示す消費計
画についての選好関係Pによって表わされる。選好関係Pは，（α一1）式から（α一3）式ま
での条件をみたす順序となっている。
　以上の説明から明らかなように，選好関係とか効用という概念はすべて特定の個人の主
感的な判断あるいは価値基準にもとづくものであり，特定の個人に関するものである。し
たがって，そのままの形では異なる個人について比較するとか，何らかの形で合計したり
することはできない。
数学付録B
2つの消費計画3じ，穿からまったく同じ程度の効用が得られるとき，つまりどちらも他
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の消費計画より選好されないときには，コじと営とは無差別であるという。この関係を1と
いう記号で表わせば，
　　　　　　　コ019　　⇔　　エP9，ΨPコ。
このとき，つぎの関係が成り立つ。
　　　　　　　ぼ19　⇔　91π
　一般に，エと忽とが無差別であり，gと2も無差別であるときには，コσと2とは無差別
となるであろう。すなわち，
　　　　3c19，912　→＞　2。1z　　　　　　…　　（ゐ一1）
となり，1についても推移律が成り立つ。
　ある消費計画コじ。一（τ1。，に2。，…　　，婦）が与えられたときに，その計画プと無差別な
関係にある消費計画の全体を「無差別曲線」と定義する。集合の記号を用いればプを通る
無差別曲線1（促。）は，っぎのように表わされる
　　　　　1（30。）一｛記：π1エ。1
すなわち，1（f）は¢1’の関係を澗たすすべてのものからなる集合である，という意味で
ある。
　　　　　　　　　　数学付録C
　多数財の場合の効用関数および価格線はそれぞれ（1）式，（2）式であった。
　　　　r％（記且，⑳2，…　，婦　　　…　（1）
　　　　E－P監3Cl＋P2」σ2＋…　＋解π　　99・（2）
　（1）式および（2）式より
　　　　y一漁1，記2，…　，偲π）＋λ｛E一（Pl記1＋P2κ2＋…　＋P禰1…　（C－1）
　　　　　　　　　　　　　　　　一62一
　4y－0となるための極大化の第1次条件は，η個の財貨の消費量苅，⑳2・・¢．とλでそれ
ぞれ（C－1）式を偏微分して0とおけばよいから，次の諸式が成り立つ。
　　　　　御　　　　馬警麗rλP1＝0
　　　　　∂y　　　　馬灘駕2一λP2罵0　　　　　　　　　（C＿2）
　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　∂v　　　　蒐『乙η一λρη＝o
　　　　　∂y　　　　頒＝E一（PIりσ1＋P2ρσ2＋…　＋Pηコじη）一〇
　上の（C－2）式より，
　　　　包1　　徊2　　　　　　　αη　　　　一一一一………一一一λ（一定）　　…（C－3）　　　　PI　　P2　　　　　　Pη
　（C－3）式という一般的な限界効用均等の法則が導かれる。
　　　　　　　　　　数学付録D
　厳密に効用が極大になるためには，第2次条件を求めなければならない。数学的には，
　　　　d2郡＜0
が成り立つことが必要である。まず，2財の場合について求めてみる。ここでは，2財の
消費量をそれぞれπ1，コじ2で表わしていく。したがって，効用関数と価格線は次のようになる。
　　　　　秘刊（3・、，κ2）
　　　　E－P1記1＋P2鍔2
　ここで，効用関数の第1次および第2次微分は，それぞれ次のようになる。
　　　　d％刊143c＋瓢2血2
　　　　　　　　　　　　　　　　－63一
　　　　d2％一4（dμ）一d（％，daび1＋％2偽）刊且1d3じ12＋％224T22＋2％且2dT諏2
　一方，価格線は，
　　　　φ（丁且，・じ2）一E一（ρITl＋P2偲2）
と表わせる。これを微分して次の式を得る。
　　　　dφ一φldT且＋φ2dT2一一P且4丁且一P2d3r2
　そこで，4φ一〇および4㌔＜0　となるためには，次の行列式が正になることである。
　　　　0　　φi　φ2
　　　　φ且　妬　％02　一φ監2／II＋φ22メ22－2φiφ2ノ旦2　〉0
　　　　φ2　鉱2i　包22
あるいは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4－1）
　　　　0　　－PI　－P2
　　　　－Pl％u　％02　一一Pl2％u－P22働22＋2PIP2％12〉0
　　　　－P2　包21　μ22
（d－1）式のような行列式を縁付きヘッセアン行列式という。ここで，　（d－1）式は，限
界効用均等の条件式より，
　　　　　　　　びロ　　　　　　　　　び　　　　　　Pl＝＝ワr’・P2軍7
であったから，これらを（4－1）式にそれぞれ代入すると，
　　　　　　　1　　　　　一頁互（包12秘H＋％22初22－2駕1鋤2初12）＞0
　　　　　　　　　％12％H＋秘22制22－2制1鶴2鶴12＜0　　　　（4－2）
となって，　（d－1）式が成立することは，　（d－2）式が成立することでもあることがわか
る。　（4－2）式が成立するためには，
　　　　　　　　　　　　　　　　一64一
％u＜0 ％u＜0　駕22＜0　包且2〉0
でなければならない。艇1，％2，％12，㏄22はそれぞれ明らかに正であるが，％の正負は，財
の種類によって変わってくる。第2財の消費量筋を一定にしておいて，第1財の消費量
筋をさらに増加させていくと，第2財の限界効用が相対的にどう変わってくるかによって，
晦の正負は決まってくる。通常，次の3つのケースが考えられる。
u12〉0　の場合を，互いに補完財
包12＿0
％且2＜0
の場合を，互いに独立財
の場合を，互いに代替財（または競争財）
とそれぞれ呼んでいる。また，妬，％22は，限界効用逓減の法則を前提すれば，妬＜0，
％22＜0　となる。したがって，2財の場合，その関係が互いに補完財あるいは独立財のと
き，　（4－1）式あるいは（4－2）式が成立し，効用％が極大になるという結論が導かれる。
実は2財の関係が補完的，独立的のとき，疑いもなく無差別曲線は原点に対して凸になる。
また，代替的な場合であっても，ごく普通の代替的なときにもこのことは真である。ただ
代替性が完全なときと完全を超えるときには，例外なケースであり，無差別曲線は原点に
対して凸にならない。前者のとき直線に，後者のとき原点に対して凹となる。つまり，無
差別曲線が原点に対して，凸である限り，　（4－2）式は常に成り立つ。この結論は，次の
縁付ヘッセァン行列式が以下の関係を満たしていることと同等でもある。
　0　　－P且　　一P2
｝Pl　　　％ll　　錫12
㎜P2　　　勉21　　　％22
〉0
同様に，3財の場合，次の関係が消されていればよい。
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　0　　－P且　　一P2
－PI　　　秘u　　　％12
－P2　　　賜21　　初22
〉0
　0　　－Pl
－P且　　　　μ01
－P2　　　　包21
－P3　　　包31
一P3
　鉱12
　％22
　％32
一P3
％13
％23
駕33
　このように，財の種類が1つずつ増えていくにつれて，縁付ヘッセアン行列式が1つずつ増
えていき，その正負の符号は交互に現われる。したがって，一般に（η一1）個のヘッセアン行
列式の正負の符号が最初が正で，そのあと負正と交互に現われるとき2次条件4㌦＜0が
成立し，効用働は極大となる。第1次，第2次条件が共に成立するとき，消費者均衡は安
定的であるという。そして，冠％一〇，d㌔〈0　を均衡の安定条件という。
数学付録E
　（4）式で示した効用関数は基数的なものであるが，（8）式で示した序数的な効用関数の選
好関数を数量的に表現することが可能である。現代の無差別曲線による分析で限界代替率
とともに用いられるのは，序数的な効用関数である。たとえば，2財の場合についてある
消費計画をg¢。一（記1。，z2。）　を基準として考える。ここでは，第1財および第2財の消
費量をそれぞれ鍋，筋とし，基準となる初期の消費量という意味で右肩に。の添字をつけ
ておく。他の任意の消費計画丁からの効用がどの程度であるかを求めるために，下の図の
ように，3じを通る無差別曲線と原点から！を通る直線の延長線との交点をCとする。Cに
あたる消費計画は，αプのように最初の消費計画のα倍という形であらわすことができる。
αはスカラーである。このとき，αをぼから得られる効用の数量的表現と考える。
　一般に，κが変わればαの値も変らるから，
α一ノ（」C）
というように，αを30の関数として表わすことができる。3財以上の場合についても同様
な議論が成立する。このようにして，定義された関数八κ）が，序数的な効用関数である。
このような方法で，ある個人のもっている主観的な選好関係を効用関数として表現するこ
とができる。ただし，効用関数八記）は，基準として採用した消費計画げに依存するから，
　　　　　　　　　　　　　　　　一66一
他の消費計画を基準とすれば，当然異なった効用関数が求められる。
数量（晦）
　　　　　　　　　　　　　　　　c
　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　口じ　　　　　　　　　　　　2F
　　　　　　　　　　　　　一α　　　　　　　　　　II
　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数量（3じ1）　　　　　　　0
　　　　　　　　　　　　　　選好関係の数量的表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　数学付録F
　限界代替率逓減の法則は，以下で判明するように重要な真理を含んでいる。2財の場合，
財の消費量をそれぞれ」じ1，コ02とする。そして，効用関数を％一八」rl，T2）としよう。これ
は無差別曲線が原点に対して凸である限り，数学的には，
　　　　　舞＞・あるいは器（豊）＞・
でなければならない。効用が一定である任意の同一無差別曲線上の限界代替率は，
　　　　　　　　　　農1一（一秀）
であったから，
　　　　　翫（一ll）一憶（五・ん＋肱一2五んん）
　　　　　　　　　　　　　　　　　一67一
限界代替率逓減の法則が成り立つためには，上の式が0よりも大きくなければならない。
∫12∫且1＋メ22ブ22－2∫1∫2∫且2＜O ．（ノー1）
となって，数学付録Dの（d－2）式と同じ内容をもつ条件が成立しなければならないこと
がわかる。符号の違いは，効用関数の定義の仕方に由来する。この相違を除けば，数学付
録Dの場合と全く同じである。以上のことから，限界代替率逓減の法則のうちに限界効用
逓減の法則が含まれていることがわかる。すなわち，無差別曲線が原点に対して凸である
限り，限界代替率逓減の法則から限界効用逓減の法則が必然的に導かれてくるのであって，
後者から前者が出てくるものではない。
　ところで，無差別曲線が原点に対して凸であると仮定しなければ，　（ノー1）式がOに等
くなったり，Oよりも大きくなったりすることがありうる。前者のとき，無差別曲線は直
線に，後者のとき，それは原点に対して凹となる。つまり，2財の関連が完全に代替的な
ときと完全を超えて代替的なときである。限界効用逓減の法則が限界代替率逓減の法則と
一致しなくなるのは，このような場合である。
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